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秘
密
裡
に
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
た
偏
向
東
京
都
平
和
祈
念
館

　

平
成
八
年
、
都
知
事
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る
建
設
委
員
会
が
「
東
京
都
平
和
祈
念
館
」
を

建
設
す
る
と
い
う
議
論
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
委
員
会
は
都
議
会
に
対
し
て

そ
の
報
告
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

私
が
こ
の
動
き
に
気
づ
い
て
議
会
で
質
問
す
る
と
、
文
化
施
設
担
当
部
長
が
Ａ
４
用
紙
一
枚

の
説
明
書
を
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
説
明
書
に
は
「
軍
事
都
市
東
京
」
と
い
う
単
語
が
あ
り
、

そ
の
注
釈
と
し
て
「
当
時
の
東
京
に
あ
っ
た
軍
事
中
枢
や
軍
事
工
場
、
研
究
機
関
な
ど
を
通
じ
、

攻
撃
目
標
と
な
っ
た
東
京
の
役
割
を
紹
介
す
る
」
と
書
か
れ
て
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
再
度
計
画
書
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。
す
る
と
、「
東
京
都
平
和
祈
念
館
（
仮
称
）

展
示
基
本
設
計
〔
概
要
〕」
と
い
う
書
類
が
出
て
き
て
、
そ
こ
に
は
展
示
の
詳
細
が
書
か
れ
て
い

た
の
で
す
。

　

そ
の
展
示
内
容
は
、
東
京
は
軍
事
都
市
だ
っ
た
か
ら
空
襲
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。
つ

ま
り
、
東
京
空
襲
を
容
認
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
東
京
空
襲
に
関
す
る
展
示
は
全

体
の
わ
ず
か
七
分
の
一
ほ
ど
で
、
あ
と
は
日
本
の
加
害
を
強
調
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
の
で

す
。

　

こ
の
展
示
基
本
設
計
は
、
東
京
空
襲
の
事
実
を
記
録
し
て
、
犠
牲
者
を
慰
霊
・
追
悼
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
加
害
を
強
調
し
て
東
京
空
襲
を
容
認
す
る
と
い
う
、

偏
向
し
た
展
示
内
容
だ
っ
た
の
す
。

　

し
か
も
建
設
委
員
会
は
、
そ
れ
を
議
会
で
審
議
せ
ず
、
秘
密
裡
に
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
密
室
行
政
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

多くの都民と
都議が反対し

予算が凍結
２度の予算凍結で開館を断念

反対 7297 人、賛成 214 人
産
経
新
聞

（
平
成
11
年
３
月
12
日
）

産
経
新
聞

（
平
成
10
年
５
月
３
日
）　

多
く
の
都
民
が
反
対
し
て
予
算
が
凍
結

　

そ
こ
で
私
は
反
対
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
都
民
か
ら
も
、
多
く
の
反
対
の
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。
都
の
議
会
局
に
よ
る
と
、
計
画
見
直
し
を
求
め
る
も
の
が
四
百
二
件
で
、
七
千
二
百
九
十
七

人
。
一
方
、推
進
を
求
め
る
も
の
が
六
十
六
件
で
、二
百
十
四
人
。
圧
倒
的
に
反
対
の
声
が
多
か
っ

た
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
十
年
度
の
予
算
案
可
決
の
際
に
「
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
展
示
内
容
な
ど

に
つ
い
て
、
都
議
会
の
合
意
を
得
た
上
で
実
施
す
る
」
と
の
付
帯
決
議
が
付
き
、
予
算
の
執
行

が
凍
結
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
翌
十
一
年
度
予
算
も
、
同
じ
く
付
帯
決
議
が
付
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
都
は
平
成
十
三
年
度
に
予
定
し
て
い
た
開
館
を
断
念
し
ま
し
た
。
密
室
で

行
お
う
と
し
て
い
た
、
偏
向
平
和
祈
念
館
の
建
設
は
見
送
ら
れ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
付
帯
決
議
で
予
算
が
凍
結
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
計
画
そ
の
も
の
が
中
止
に
な
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
計
画
は
ま
だ
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
を
経
た
今
、
再
び
偏
向
し
た
平
和
祈
念
館
を
建
設
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
表
面
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

偏
向
祈
念
館
推
進
派
は
、「
か
つ
て
は
一
部
の
都
議
と
石
原
都
知
事
に
よ
っ
て
計
画
を
潰
さ
れ

た
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
事
実
は
違
い
ま
す
。
実
際
に
は
、
自
民
、
公
明
、
民
主
、

無
所
属
ク
ラ
ブ
が
付
帯
決
議
に
賛
成
し
た
の
で
す
。
決
し
て
一
部
の
議
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
平
成
十
年
は
青
山
都
政
で
あ
り
、
石
原
氏
の
都
知
事
就
任
前
の
こ
と
で
す
。

　

予
算
凍
結
と
な
っ
た
理
由
は
密
室
行
政
と
偏
向
展
示
で
し
た
。
な
の
に
偏
向
祈
念
館
推
進
派

は
事
実
を
捻
じ
曲
げ
、
さ
ら
に
予
算
が
凍
結
に
な
っ
た
本
当
の
理
由
を
隠
し
て
い
る
の
で
す
。
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東
京
空
襲
で
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
施
設

　

偏
向
祈
念
館
推
進
派
は
「
東
京
空
襲
で
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
施
設
が
必
要
が
あ
り
、
集
め

た
展
示
品
も
五
千
点
あ
る
」
と
も
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
東
京
空
襲
で
の
犠
牲
者
を
追
悼

す
る
施
設
が
必
要
」
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
は
一
理
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
東
京
空
襲
犠
牲
者
の
ご
遺
骨
は
、
都
立
横
網
町
公
園
内
に
建
つ
東
京
都
慰
霊
堂
に
納

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
慰
霊
堂
に
は
、
関
東
大
震
災
犠
牲
者
の
ご
遺
骨
も
納
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

東
京
都
慰
霊
堂
は
、
関
東
大
震
災
犠
牲
者
の
ご
遺
骨
を
納
め
る
た
め
の
霊
堂
と
し
て
、
昭
和

五
年
（
一
九
三
〇
）
に
完
成
し
ま
し
た
。
当
初
の
名
称
は
「
震
災
記
念
堂
」
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
建
設
以
来
九
月
一
日
に
は
関
東
大
震
災
犠
牲
者
を
慰
霊
す
る
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
戦
後
に
は
東
京
空
襲
犠
牲
者
の
ご
遺
骨
も
納
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）
に
「
東
京
都
慰
霊
堂
」
と
名
称
を
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
東
京
都
慰
霊
堂
に
は
関
東
大
震
災
犠
牲
者
の
ご
遺
骨
と
一
緒
に
、
東
京
空
襲
犠

牲
者
の
ご
遺
骨
も
納
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
記
念
館
に
つ
い
て
も
、
関
東
大
震
災
と
空
襲
が
東
京
都
復
興
記
念
館
と
い
う
一
つ
の

施
設
で
展
示
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
震
災
と
戦
災
が
混
同
さ
れ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
関
東
大
震
災
犠

牲
者
と
東
京
空
襲
犠
牲
者
は
峻
別
し
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

偏
向
し
た
平
和
祈
念
館
の
建
設
に
は
断
固
反
対
し
ま
す
が
、
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
を
は

じ
め
と
す
る
東
京
空
襲
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
、
偏
向
の
な
い
施
設
は
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

 関東大震災犠牲者と
東京空襲犠牲者が
混同されかねない

震災と戦災を峻別する

偏向のない追悼施設が必要

関東大震災と東京空襲犠牲者のご遺骨が納められている
都立横網町公園の東京都慰霊堂

都立横網町公園の東京都復興記念館

東
京
都
復
興
記
念
館
の

戦
災
展
示
コ
ー
ナ
ー
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平
和
資
料
館
６
原
則
、
展
示
基
準
３
原
則

　

私
た
ち
は
、「
東
京
の
平
和
を
考
え
る
会
」
が
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
発
表
し
た
「
平
和

資
料
館
６
原
則
」
と
「
平
和
資
料
館
に
求
め
ら
れ
る
展
示
基
準
３
原
則
」
に
沿
っ
た
施
設
の
建

設
を
提
案
し
ま
す
。

　

平
和
資
料
館
６
原
則

１
、  

新
設
さ
れ
る
平
和
施
設
の
基
本
性
格
は
、企
画
の
原
点
で
あ
る
「
東
京
大
空
襲
」
に
テ
ー

マ
を
絞
っ
た
も
の
と
す
べ
き
で
す
。

２
、
新
設
さ
れ
る
平
和
施
設
は
、
見
学
者
に
「
東
京
大
空
襲
」
犠
牲
者
へ
の
、
追
悼
の
心
を

呼
び
覚
ま
す
展
示
に
努
め
る
べ
き
で
す
。

３
、
新
設
さ
れ
る
平
和
施
設
は
、「
東
京
大
空
襲
」
の
実
態
を
後
世
に
伝
え
る
施
設
と
す
べ
き

で
す
。

４
、
新
設
さ
れ
る
平
和
施
設
は
、「
東
京
大
空
襲
」
に
お
い
て
民
間
人
が
大
量
殺
傷
さ
れ
た
側

面
を
、
世
界
史
の
観
点
か
ら
後
世
に
伝
え
る
施
設
と
す
べ
き
で
す
。

５
、
新
設
さ
れ
る
平
和
施
設
は
、「
東
京
大
空
襲
」
罹
災
後
の
都
民
の
復
興
の
軌
跡
を
伝
え
る

施
設
と
す
べ
き
で
す
。

６
、
新
設
さ
れ
る
平
和
施
設
の
運
営
は
、
広
く
市
民
に
公
開
さ
れ
た
、
公
平
・
公
正
の
も
の

と
す
べ
き
で
す
。

　

平
和
資
料
館
に
求
め
ら
れ
る
展
示
基
準
３
原
則

　

１
、
特
定
の
歴
史
観
に
偏
る
こ
と
な
く
公
正
中
立
な
展
示
と
す
べ
き
で
す
。

　

２
、
信
憑
性
の
高
い
資
料
を
展
示
物
と
し
て
選
定
す
べ
き
で
す
。

私たちが提案する
追悼施設構想の

原則
平和資料館６原則

展示基準３原則

　

３
、
青
少
年
に
配
慮
し
、
残
酷
な
資
料
の
展
示
は
見
送
る
べ
き
で
す
。

　

全
国
の
平
和
祈
念
館
を
視
察

　

右
の
原
則
に
沿
っ
た
施
設
を
偏
向
平
和
祈
念
館
の
対
案
と
し
て
示
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
全

国
各
地
の
国
公
立
の
平
和
祈
念
館
を
視
察
し
、
参
考
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
追
悼
施
設
と
し
て
は
「
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
」、
記
念
館
と

し
て
は
「
筑
前
町
立
大
刀
洗
平
和
記
念
館
」
が
優
れ
て
い
て
、
見
本
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
施
設
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

国立広島原爆死没者追悼平和祈念館

筑前町立大刀洗平和記念館
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犠
牲
者
を
静
か
に
追
悼
す
る
空
間

　

私
た
ち
が
提
案
す
る
施
設
は
、
東
京
空
襲
犠
牲
者
を
慰
霊
・
追
悼
す
る
こ
と
が
一
番
の
目
的
で
す
。

　

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
に
は
、
原
爆
犠
牲
者
を
静
か
に
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
場
所

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、「
平
和
祈
念
・
死
没
者
追
悼
空
間
」
で
す
。

　

祈
念
館
の
入
口
か
ら
、
追
悼
空
間
ス
ロ
ー
プ
を
下
っ
て
、
地
下
一
階
の
追
悼
空
間
に
行
き
ま
す
。

　

ス
ロ
ー
プ
は
反
時
計
回
り
に
進
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
時
計
の
針
と
逆
に
進
む
こ
と
に
よ
り
、

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
ま
で
時
間
を
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
ス
ロ
ー
プ
部
分
の
壁
の
一
部
は
、
被
爆
時
の
土
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

追
悼
空
間
は
円
形
で
、
中
央
に
は
時
計
の
八
時
十
五
分
（
原
爆
投
下
時
刻
）
を
表
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

追
悼
空
間
の
円
形
の
壁
に
は
、
米
軍
が
撮
影
し
た
被
爆
後
の
広
島
の
風
景
が
タ
イ
ル
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
タ
イ
ル
の
数
は
十
四
万
枚
で
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
ま
で
の
原
爆
犠
牲
者
数
で
あ
る
十
四
万
人
を
表
現
し

て
い
る
の
で
す
。

　

追
悼
空
間
の
展
示
は
、
中
央
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
壁
の
被
爆
後
風
景
だ
け
で
、
他
に
展
示
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
た
だ
、
原
爆
犠
牲
者
を
静
か
に
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
だ
け
の
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

追
悼
の
仕
方
は
各
自
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
施
設
は
、
静
か
に
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
よ
う
な
追
悼
空
間
を
メ
イ

ン
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
時
計
の
針
と
逆
回
り
に
進
む
こ
と
に
よ
り
時
間
を
さ

か
の
ぼ
る
と
い
う
追
悼
空
間
ス
ロ
ー
プ
も
、
ぜ
ひ
採
用
し
た
い

ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
。

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館

時
計
の
針
と
逆
回
り
に
進
む
追
悼
空
間
ス
ロ
ー
プ

左
側
の
壁
の
一
部
に
は
被
爆
時
の
土
を
使
用

（
写
真
：
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

原爆犠牲者を静かに追悼するための追悼空間。中央には八時十五分を表すモニュメント
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筑
前
町
立
大
刀
洗
平
記
念
念
館

　

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
排
し
た
公
正
中
立
な
展
示

　

私
た
ち
が
提
案
す
る
施
設
で
は
、
東
京
空
襲
の
実
態
と
そ
の
後
の
復
興
の
軌
跡
を
後
世
に
伝
え
ま
す
。
そ
の

た
め
の
展
示
は
、
特
定
の
歴
史
観
に
偏
る
こ
と
な
く
、
公
正
中
立
で
、
信
憑
性
の
高
い
も
の
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。　

　

筑
前
町
立
大
刀
洗
平
和
記
念
館
は
、
全
体
と
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
排
し
た
展
示
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
の
是
非
や
善
悪
な
ど
に
つ
い
て
は
、
見
学
者
に
判
断
を
委
ね
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
展
示
・
説
明
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
犠
牲
者
を
静
か
に
追
悼
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
展
示
内
容
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

都
で
建
設
す
る
施
設
の
展
示
も
、
や
は
り
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
排
し
、
そ
の
是
非
や
善
悪
は
見
学
者
に

委
ね
る
展
示
、
説
明
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
記
念
館
の
展
示
構
成
は
「
飛
行
機
の
概
要
と
航
空
技
術
」「
大
刀
洗
飛
行
場
と
人
々
の
生
活
」「
大
刀
洗

大
空
襲
と
特
攻
隊
」「
追
憶
の
部
屋
」
の
四
部
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
の
大
刀
洗
は
陸
軍
の
大
刀
洗
飛
行
場
を
中
心
と
す
る
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
飛
行
場
や
航
空
技
術
、

航
空
史
に
関
す
る
展
示
も
あ
り
ま
す
。

　

都
の
「
平
和
祈
念
館
展
示
基
本
施
設
概
要
（
案
）」
で
は
、
ア
ジ
ア
へ
の
侵
攻
や
戦
後
の
東
西
冷
戦
、
難
民
問

題
な
ど
、
東
京
空
襲
と
は
関
わ
り
の
な
い
展
示
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

が
介
入
す
る
可
能
性
も
高
く
、
や
は
り
東
京
空
襲
に
関
す
る
展
示
に
限
定
し
た
構
成
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
見
本
と
な
る
展
示
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。　
　
（
写
真
：『
筑
前
町
立
大
刀
洗
平
和
記
念
館
常
設
展
示
案
内
』
よ
り
）

航空写真

現在の航空写真の上に、当時の大刀洗飛行場などの位置や範囲を示
す床がありました。
東京の場合、現在の航空写真の上に東京空襲の範囲を示すことがで
きそうです。

B29 のシルエットと戦闘機
天
井
に
Ｂ
29
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
象か
た
どっ
た
金
網
の

よ
う
な
も
の
が
吊
る
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
刀
洗
平
和
記
念
館
に
は
零
式
艦
上
戦
闘
機
や

九
七
式
戦
闘
機
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大

き
さ
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

B29 のシルエット
↓

↑
零戦

九七式戦闘機
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遺された言葉と想い

大
刀
洗
は
七
回
の
空
襲
を
受
け
、
飛
行
場
と
そ
の
周
辺
で
は

多
く
の
人
々
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
集
団
下

校
途
中
の
立
石
国
民
学
校
の
児
童
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
被
害
状
況
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
当
時
使
用
し
て
い
た
水す
い

嚢の
う

、
防
毒
面
、
看
板
、
消
火
弾
、

そ
し
て
米
軍
が
投
下
し
た
焼
夷
弾
や
爆
弾
破
片
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

追憶の部屋

追憶の部屋には、大刀洗空襲や特攻、さらに大刀洗付近の戦闘で亡
くなった方々の遺影が展示されています。
大刀洗では、B29 に体当たりして犠牲となられた方がおられ、その
ときに B29 搭乗員も亡くなられました。日本人だけでなく、このと
きに亡くなられた B29 搭乗のアメリカ兵の遺影もあります。
敵味方隔てなく遺影を展示している点も、公正中立な展示です。

多目的ホール
大人数を収容することができる多目的
ホールです。
ここでは、ボランティアによる朗読、
シアター上映などを行っています。
修学旅行や社会見学などの受け入れの
ために、大人数収容ホールの設置も必
要です。

空襲による被害

特攻隊員たちの遺書や手紙などを展示しています。
特攻隊員が、死を覚悟しながら遺した言葉に触れ、その方々の心情
に想いを馳せる展示となっています。
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建
設
候
補
地
は
都
立
猿
江
恩
賜
公
園
の
芝
生
広
場

　

私
た
ち
が
提
案
す
る
「
追
悼
」
東
京
大
空
襲
記
念
館
は
、東
京
空
襲
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
空
間
、

そ
し
て
東
京
空
襲
の
実
態
と
そ
の
後
の
復
興
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
公
正
中
立
な
展
示
が
メ

イ
ン
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
建
設
候
補
地
を
探
し
ま
し
た
。

　

候
補
地
は
、
横
網
町
公
園
や
錦
糸
公
園
、
猿
江
恩
賜
公
園
な
ど
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
候
補
地
を
視
察
し
て
比
較
し
た
結
果
、
都
立
猿
江
恩
賜
公
園
が
最
適
で
し
た
。

　

猿
江
恩
賜
公
園
を
選
ん
だ
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
四
点
で
す
。

　

①
東
京
大
空
襲
の
仮
埋
葬
地
で
あ
っ
た
こ
と

　

②
広
大
な
敷
地
が
あ
る
こ
と

　

③
追
悼
に
ふ
さ
わ
し
い
静
寂
さ
で
あ
る
こ
と

　

④
都
立
公
園
で
あ
る
こ
と

　

現
在
、横
網
町
公
園
に
は
「
東
京
空
襲
犠
牲
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
碑
は
、
東
京
空
襲
の
史
実
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
今
日
の
平
和
が
永
く
続
く
こ
と
を

祈
念
す
る
た
め
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
東
京
都
が
設
置
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
横

網
町
公
園
は
候
補
地
の
一
つ
で
す
。

　

横
網
町
公
園
に
は
、「
東
京
都
慰
霊
堂
」
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
こ
は
関
東
大
震
災
犠
牲

者
の
ご
遺
骨
と
一
緒
に
東
京
空
襲
犠
牲
者
の
ご
遺
骨
も
納
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
震
災
と
空
襲

が
混
同
さ
れ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
震
災
の
犠
牲
者
と
空
襲
の
犠
牲
者
は
、
き
ち
ん
と
峻
別

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「追悼」
東京大空襲記念館

の建設候補地
　

よ
っ
て
、
別
の
場
所
に
し
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
が
候
補
地
と
し
て
選
ん
だ
猿
江
恩
賜
公
園
は
、
南
側
地
区
が
東
京
大
空
襲
後
に

よ
る
犠
牲
者
の
仮
埋
葬
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
猿
江
恩
賜
公
園
に
仮
埋
葬
さ
れ
た
の
は

一
万
二
千
七
百
四
十
九
名
で
、
錦
糸
公
園
の
一
万
二
千
八
百
九
十
五
名
に
次
ぐ
多
さ
で
す
。

　

よ
っ
て
、
東
京
空
襲
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
だ
と
い
え
ま
す
。

　

仮
埋
葬
数
が
一
番
多
い
錦
糸
公
園
も
候
補
の
一
つ
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
錦
糸
公
園
の
広
さ
は
五
・
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
猿
江
恩
賜
公

園
は
そ
の
約
三
倍
の
十
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

　

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
に
あ
る
追
悼
空
間
の
よ
う
な
場
を
設
置
す
る
た
め

 
 横網町公園 錦糸公園 猿江恩賜公園 
仮埋葬数 ０名 １万２８９５名 １万２７４９名 
敷地 ２万平方メートル ５．６万平方メートル １５万平方メートル 
運営 都立 墨田区立 都立 

 

３公園の比較表

に
は
、
静
寂
で
広
い
敷
地
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

猿
江
恩
賜
公
園
北
側
地
区
の
芝
生
広
場
は
、
都
会
の

喧け
ん

騒そ
う

を
感
じ
ま
せ
ん
。
静
寂
で
、
広
さ
も
十
分
に
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
あ
れ
ば
、
心
静
か
に
犠
牲
者
を
追
悼
す

る
た
め
の
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
錦
糸
公
園
は
墨
田
区
立
の
公
園
で
す
。
都
と

し
て
「
追
悼
」
東
京
大
空
襲
記
念
館
を
建
設
す
る
に
は
、

や
は
り
都
立
公
園
が
最
適
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
追
悼
」
東
京
大
空
襲
記
念
館

の
建
設
に
最
適
な
候
補
地
は
、
都
立
猿
江
恩
賜
公
園
の

北
側
地
区
に
あ
る
芝
生
広
場
だ
と
考
え
ま
す
。

猿江恩賜公園の芝生広場



偏
向
平
和
祈
念
館
の

建
設
阻
止

土
屋
た
か
ゆ
き
・
但
馬
オ
サ
ム 

著定価：１３００円+税

書　籍　紹　介

発行：展転社
　　　　〒 101-0051　東京都千代田区神田神保町 2-46-402
　　　　TEL 03-5314-9470　FAX 03-5314-9480

正しい「東京都平和祈念館」の建設をすすめる議員と市民の会
HP　https://tokyo-heiwakinenkan.com
　　 info@tokyo-heiwakinenkan.com
発行　令和３年１１月

　偏向のない「追悼」東京大空襲記念館
　東京空襲容認の偏向した平和祈念館の建設には断固反対します。
しかし、都として東京空襲の犠牲者を慰霊・追悼する施設を建設
する必要はあると考えます。
　その施設は、東京空襲犠牲者を静かに慰霊・追悼し、東京空襲
の実態とその後の復興を後世に伝えるための、偏向のない施設で
なければなりません。
　そこで私たちは、偏向した平和祈念館の対案として、「追悼」東
京大空襲記念館（仮称）を提案いたします。

第
一
章　

平
和
祈
念
館
に
関
す
る
石
原
慎
太
郎
都
知
事
答
弁

第
二
章　

東
京
大
空
襲
と
は
何
だ
っ
た
の
か

第
三
章　

東
京
大
空
襲
は
戦
争
犯
罪
だ

第
四
章　

市
民
と
議
会
で
勝
ち
と
っ
た
東
京
大
空
襲
容
認

　
　
　
　

史
観
の
「
東
京
都
平
和
祈
念
館
」
建
設
阻
止
！

第
五
章　

全
国
の
偏
向
平
和
祈
念
館

東
京
大
空
襲
容
認

史
観
を
許
す
な

✉
正しい　平和　東京都 検索検索


